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今日、ヘルメット被りました。
~筑波大生ヘルメット着用推進編~

班⾧：宗岡禾子 副班⾧：藤井優衣・平岡大輝 DB：植村菖太郎
書記：矢場理人・加賀悠生 渉外：南慶汰 文書管理：吉田歩加
担当教員：谷口綾子 TA：林凜太郎 協力：茨城県警察

１．背景

2

ヘルメット着用の努力義務3

※令和5年4月1日施行の改正により
すべての年齢層の自転車利用者に対して
乗車用ヘルメット着用の努力義務が課された

１．背景

【道路交通法 第63条の11】

提供：茨城県警察

努力義務：そのことを行うように努めなければならないという規定。
罰則はない。

自転車の運転者は乗車用ヘルメットを
かぶるように努めなければならない

4 筑波大学周辺の事故の多さ

筑波大半径3km
5年間で

66件

提供：茨城県警察

茨城大半径3km
5年間で

21件

茨城大生の自転車事故発生状況 筑波大生の自転車事故発生状況

単一キャンパスに多くの学生が集まり事故が多く発生

１．背景

茨城大(水戸キャンパス)4,931人 筑波大学(つくばキャンパス)15,984人

5 大学生のヘルメット着用率の低さ

3
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ヘルメット着用者の中で
大学生等は5.3%（R6）

事故時
ヘルメット着用者は

23.8％（R6）

提供：茨城県警察

１．背景

事故時の
ヘルメット着用率
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ヘルメットを着用した時の事故被害6

145人 76.3%

損傷同じ
45人

24%

損傷が軽減
ヘルメット着用により

事故時、ヘルメット着用により

損傷が軽減（76.3％） 

提供：茨城県警察

１．背景

事故時の
ヘルメット着用率

893人 920人 797人

143人
206人
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交通安全の為に
筑波大生のヘルメット着用意識を上げる必要がある
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7 先行研究

１．背景

研究結果研究目的著者名, 発行年, タイトル, 
ジャーナル, 掲載ページ

事故や補助金によって
ヘルメットの関心が高まる。

消費者のヘルメットに対する
意識を調べた。

山元敏久, 2024, 自転車用ヘルメットに
対する消費者意識, 比治山大学紀要 第30

号, p41-48

学年が上がるほど
ヘルメットの着用率が
下がる。

小中学生を中心に安全教育の
効果的な方法を考えた。

谷口嘉男, 谷口俊治, 志堂寺和則, 2020, 
小・中学生の自転車運転行動とヘルメッ
ト着用の背景要因, 交通心理学研究 第36

号, p31-41

ヘルメット着用率を高める
ためのアプローチとして
見た目や機能を変える
という提案がされた。

ヘルメットの着用率を高める
ための方法を
大学生の観点から考えた。

内藤英二, 2014, 【大学生によるまちづくり
提案】宇都宮市内を走る自転車利用者のヘ
ルメット装着率を高くすることで市民の安
全を守るためにはどうしたらいいか, 宇都宮
共和大学 都市経済研究年報 第14号, p166-
177

快適さとデザイン性は
両立できたが
ヘルメットの耐久基準は
まだ満たしていない

快適でおしゃれな
折り紙構造の
ヘルメットの開発

佐々木淑恵, 戸倉直, 萩原一郎, 2024, お
洒落なヘルメットの開発, 計算工学講演
会論文集 Vol 29

ヘルメットの着用意識を上げるには
・事故・補助金の情報を提供すること

・デザイン性や快適性を向上させること
が重要

8 先行研究
・フランスにおける自転車ヘルメット着用率の2000年~2010年での変化
・着用が義務化されておらず、啓発キャンペーンが行われた状況下での実態調査

Jean-Baptiste Richard 2013
Evolution of bicycle helmet use and its determinants in 
France:2000-2010
Accident Analysis & Prevention Volume 60 (113-120)

フランスでは法律で縛らず意識づけを
行うことで着用率が１０年間で約３倍に

自転車が危険であること、ヘルメット着用でリスクが軽減できること
を伝える事が重要

大学生は
他の層と比べて

自転車に恐怖心を
抱いていない

フランスでは
法律で縛らずに

意識づけを行うことで
着用率が

10年間で約3倍に

１．背景

9 先行研究

情報提供前後で、
原子力に対して

好意的・肯定的に
評価が動いた

受け手に
関わりのある
題材が有効

北田淳子，広報パンフレットの効果測定に関する研究－－パンフ
レットの構成要素が態度変容に及ぼす影響，広告科学，47巻，
p.17-32，2006.

受け手にとって題材が身近で意外性のある内容が
パンフレットにおいて有用

１．背景

・原子力発電の安全性を訴求するパンフレットの効果を検証
・印象に残ったコンテンツの把握・態度変容効果の検証

２．研究の目的

10

２．研究の目的
11

1. 自転車用ヘルメット着用の努力義務

2. 筑波大周辺での自転車事故件数の多さ

3. ヘルメット着用による事故被害の軽減力

筑波大生のヘルメット着用率向上が急務

＜目的＞

筑波大生のヘルメット着用率の向上

３．研究の構成

12

7 8

9 10

11 12
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D：ヘルメット着用促進の仕組み検討D：現在進行中→

３．研究の構成

13 研究の構成~フローチャート~

TSUKUBA-SHOP
様への提案

カブト様
からの助言

大学総務課
への提案

H：最終成果（態度変容→着用率向上） H：保護者向けへ周知

※筑波大学ヘルメットを
実際に作成できた場合

E：
筑波大生へ周知①

1)筑波大オリジナル
ヘルメット製造

2)購入時のサポートを
協賛企業に依頼

A：課題整理
KJ法

B：現状把握
現状把握アンケート

F：
筑波大生へ周知②

ヘルメットやパンフを
周辺小売店で

取り扱っていただく

※同時並行で実施

G：
筑波大生へ周知③

1）新入生書類にパンフを同梱
2）スケアードストレート
3)つくチャリとの連携（検討中）

C：周知・意識把握
着用体験キャンペーン・着用体験アンケート

４．調査

14

４．調査

A. 課題整理
→KJ法

（2025/10/6, ヘルメットを着けない理由
とヘルメットを着ける動機, 班員で実施）
B. 現状把握

→現状把握アンケート

C. 周知・意識把握
→着用体験会

着用体験アンケート

15 A．KJ法(ヘルメットを着けない理由)16

４．調査

ヘルメットを
つけない理由

邪魔

ダサい

髪型

面
倒
く
さ
い

コスト

慢心・過信

国民性暑い
置き場所に困る

日常の邪魔になる

おいてたら盗まれそう

荷物が増える

短い間でかぶりたくない

つけるのも面倒くさい

買うのが面倒くさい

お金がかかる
ヘルメットが高い

暑い
頭の中が蒸れる

大きい
ダサく見えたらいや

前髪がダメになってしまう

髪型が崩れてしまう

被っている人が
あまりいない

意識高いと思われそう

目立って恥ずかしい

自転車は安全な気がする
危険性がわからない

ヘルメットをつけた時と
つけてない時の

違いがわからない

A．KJ法(ヘルメットを着ける動機)17

ヘルメットを着ける動機

記述的規範

かっこいいデザイン
ファッション性

かわいくなれるなら

手軽さ

便利

コスト

お
し
ゃ
れ

髪型

ルール

報酬

事故経験 通気性

軽量化

折り畳み可能

持ち運びしやすい
自転車に着けられる

しまっておけるロッカー
鍵付きヘルメット

自分が
事故に遭う

頭がむれない

法律での義務化・罰則

軽くなったら

付けたときの報酬があれば

被った場合のお店での割引

もらったらつける
ヘルメット以外の使い道

値段とデザイン性の
両立

髪型が崩れない

みんなが着けたら
同調圧力

幼少期からの慣習

４．調査
甲斐田先生へのインタビュー18

甲斐田先生愛用中の
ヘルメット

4.調査

＜結論＞
日本と海外には意識の差がある
日本人：記述的模範の意識が強い
海外：リスク軽減を優先

・先生は2005年-2006年スウェーデンに滞在
・子供でヘルメットを着用していない人はほぼお
らず、大人もそのほとんどがヘルメットを着用
→他者の目を気にせず、ヘルメット着用を合理
的に考えている。

・欧州ではヘルメット着用が定着。自転車専用
道路が整備されている背景もある

現状調査のため、ヘルメットを着用している甲斐田先生ににヒアリング

今後、留学生などへの意識調査を検討

13 14

15 16

17 18
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B．現状把握アンケート19

筑波大生のヘルメットへの意識の調査のため
アンケート調査を実施（現状把握アンケート）

４．調査

筑波大学に在学している学生
245名（男性：133人、女性：112人）n数

2025年10月17日～24日調査
時期

Webアンケート調査方法

個人属性(所属 / 学年 / 性別)
ヘルメット着用経験(着用有無 / 着用開始時期
/ 着用動機 / 改善点)
今後のヘルメット着用意向(今後の着用意欲
/ 新型ヘルメットの認知・評価)

調査
項目

現状把握アンケート概要

B．現状把握アンケート分析結果20

75.0%

76.6%

6.7%

13.7%

18.3%

9.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

女性

男性

ヘルメット着用割合

いいえ はい 以前着けていた

４．調査

女性は男性よりも
着用を辞めて
しまう傾向

男性の着用率は
女性の約2倍

B．現状把握アンケート分析結果21

４．調査

※回答方法：複数回答、サンプル数245

10%

8%

9%

26%

15%

12%

1%

8%

3%

9%

8%

11%

19%

24%

10%

11%

0%

11%

1%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

コストがかかるから

ダサいから

髪型が崩れるから

着けるのが面倒だから

置き場所に困るから

暑苦しいから

着用時に顎を挟むのが怖いから

周りが着けてないと浮くから、意識高いと思…

無くても安全だから

短い距離で着ける意義を感じないから

ヘルメットを着けない・着けなくなった理由

男性 女性

髪型を気にする女性

置き場所に困る男性

C．ヘルメット着用体験22

４．調査

パンフレット配布・
ヘルメット着用体験方法

2025年10月21日～24日調査
時期

3A棟前・平砂カスミ前場所

事故やヘルメットの情報を記載した
パンフレットを配布
↓
着用体験の依頼
↓
着用体験アンケートへの回答依頼

調査
の

流れ

・大学生のヘルメットのニーズの把握
・ファッションヘルメットの認知度向上
のために ヘルメットの着用体験を実施

23

４．調査

C．ヘルメット着用体験

①キャスケットタイプ ②ベースボールキャップタイプ

・丸みのあるキャスケット型
・短いつばあり
・灰色

・ベースボールキャップ型
・つばあり
・ロゴ付き

24

４．調査

C．ヘルメット着用体験

④アウトドアタイプ③カジュアル
キャップタイプ ⑤ノーマルタイプ

・従来のヘルメットの形
・頭のサイズに合わせて

調整可能

・つばが広い
・深緑色
・山登りで使うような形

・黒のベースボール型
・頭のサイズに合わせて

調整可能
・柄なし

19 20

21 22

23 24
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25

配布したパンフレットのデザイン

４．調査

C．ヘルメット着用体験 26

茨城県警協力の下実施

茨城新聞に載りました！

４．調査

C．ヘルメット着用体験

C．ヘルメット着用体験アンケート27

筑波大生のヘルメット着用後の態度変容を把
握するためアンケート調査を実施（着用体験アンケート
）

４．調査

筑波大学に在学している学生 61名
（男性：42人、女性：18人、その他：１人）n数

2025年10月21日～24日調査
時期

着用体験者へのWebアンケート調査方法

個人属性(所属 / 学年 / 性別)
ヘルメット着用経験(着用有無)
ヘルメット着用体験感想(着用したヘルメット
の評価 / ヘルメット着用意向）

調査
項目

着用体験アンケート概要

28

回答数61人 男性42人, 女性18人, その他1人

４．調査

C．ヘルメット着用体験アンケート

3%

0%

2%

2%

8%

2%

3%

0%

2%

18%

28%

21%

30%

10%

13%

38%

23%

39%

46%

54%

44%

34%

34%

30%

18%

36%

39%

8%

7%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

着け心地

デザイン

軽さ

通気性

運びやすさ

大きさ

５段階評価（1:最低 5:最高)

試着の感想

1 2 3 4 5

低評価

高評価!

29

４．調査

C．ヘルメット着用体験アンケート

30%
39%

21%

7% 3%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

どの値段なら買いたいか
平均3,230円

44%

31%

28%

38%

17%

19%

11%

12%

0%

0%

22%

21%

17%

21%

39%

33%

11%

12%

11%

12%

22%

14%

33%

29%

28%

36%

17%

10%

0%

12%

11%

24%

17%

7%

17%

10%

39%

45%

17%

14%

0%

10%

6%

5%

0%

2%

22%

21%

72%

62%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女
男
女
男
女
男
女
男
女
男

①
②

③
④

⑤

ヘルメットタイプ別順位（性別）

1位 2位 3位 4位 5位

30

４．調査

C．ヘルメット着用体験アンケート

女性
1番人気!

男性
1番人気！

①キャスケット
タイプ

③カジュアル
キャップタイプ 

②ベースボール
キャップタイプ 

④アウトドア
タイプ 

⑤ノーマル
タイプ 

25 26

27 28

29 30



6

H：最終成果（態度変容→着用率向上）

31 研究の構成~フローチャート再掲~

※筑波大学ヘルメットを
実際に作成できた場合

A：課題整理

B：現状把握

D：ヘルメット着用促進の仕組み検討

E：
筑波大生へ周知①

C：周知・意識把握

TSUKUBA-SHOP
様への提案

カブト様
からの助言

大学総務課
への提案

G：
筑波大生へ周知③

H：保護者向けへ周知

F：
筑波大生へ周知②

KJ法

1)筑波大オリジナル
ヘルメット製造

2)購入時のサポートを
協賛企業に依頼

現状把握アンケート

ヘルメットやパンフを
周辺小売店で

取り扱っていただく

※同時並行で実施

1）新入生書類にパンフを同梱
2）スケアードストレート
3)つくチャリとの連携（検討中）

着用体験キャンペーン・着用体験アンケート

４．調査

今後のスケジュール32

４．調査

筑波大生の
ヘルメット
着用率
向上

12月
15日

12月
8日～

12月
1日～

11月
24日～

11月
17日～今後の予定

B,C:
アンケート結果の精査
D: ヘルメット着用促進の
仕組み検討
E: ヘルメット
作成or普及

D:研究に基づき
パンフレット作製
F: 周辺小売店への
パンフレット設置交渉
G: 新入生への広報手法の
検討

６．参考文献
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